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日本陶磁器工業協同組合連合会（中野昭雄

理事長）は、５月２９日㈮、日本陶磁器セン

ターで、令和８年度通常総会ならびに理事会

を開催した。

中野理事長は、開会挨拶で「中東紛争によ

るホルムズ海峡封鎖により原油価格の高騰を

はじめ石油由来の製品などにも影響し我々陶

磁器業界にとって大きな影響を受けておりま

す。日陶連として業界の窮状を国へ要望、働

きかけをしていかなければならないと考えて

おります」などと述べた。

総会では、令和７年度の事業および収支決

算報告などが行われ、全議案が可決された。

任期満了による役員改選では、日陶連所属

の２２地区陶工組からの選出により理事、監

事を決めた後、理事会において正副理事長の

選任が行われ、理事長に伊藤克紀氏（岐工

連）が新しく選任された。

また、副理事長は、山本修治氏（愛陶工）、

熊本哲弥氏（萬古）、髙原誠治氏（信楽）、

田中亮太氏（佐賀）、太田一彦氏（波佐見）

の５名を再選、矢野仁氏（愛陶工）と藤井健

司氏（日陶連）を新たに選任した。

日本陶磁器工業協同組合連合会
通常総会を開催

新理事長に伊藤克紀氏（岐工連）を選任

このたびの日本陶磁器工業協同組合連合会の通常

総会において、中野昭雄理事長の後任として新たに

理事長に選任されました。

昨今の日本経済では、全体として緩やかな回復基

調を維持し、経済活動は安定的に推移しており、ま

た賃上げの進展により、雇用・所得環境は改善傾向

にあります。ただ、一方では物価上昇の影響により

実質購買力の回復は限定的である状況です。

陶磁器業界においては、中東情勢の影響によりＬ

ＰＧをはじめ、石油化学由来の溶剤、陶磁器梱包材

などの価格高騰が続き、各産地ともに収益が圧迫さ

れている状況です。また、国内市場では、陶磁器の

売り場面積が縮小しているなど厳しい状況が伝えら

れております。

このような中、成熟した陶磁器業界の更なる発展

を考える時、新たな需要の開拓や市場拡大など、そ

れらを実現していく事の難しさや責任の重さを痛感

しております。

日陶連としては、組合員の窮状に対する支援、あ

るいは販路開拓などへの支援ができれば、と考えて

おります。その活動の一環として、自民党の国会議

員で構成する、自民党陶磁器文化・産業振興議員連

盟に対し業界の現状を伝え、各種支援金の創設など

を国に対して要請していきたいと存じます。国との

パイプをより強固なものとし、組合員の経済活動に

寄与したいと考えております。

２２組合で組織する日陶連として「積極的に活動

する」ことを組合員の皆様とともに考え、業界繁栄

に繋げて行きたいと思います。

微力ではございますが、一生懸命務める覚悟です。

組合員の皆様には深いご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げ就任の挨拶とさせて頂きます。

就任のご挨拶
日本陶磁器工業協同組合連合会

理事長 伊 藤 克 紀
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業界の状況を説明し支援を求める伊藤理事長

自民党陶磁器文化・産業振興議員連盟の

総会が６月９日㈫１５時から衆議院第１議

員会館で開かれた。

日本陶磁器工業協同組合連合会（伊藤克
陶磁器業界への支援を要望

自民党陶磁器文化・産業振興議員連盟

紀理事長）と日本陶磁器卸商業協同組合連合

会（鈴木靖治理事長）から役員等２２名が出

席し、中東情勢の悪化により燃料をはじめ

様々な石油化学由来の製品価格が高騰してい

るなど厳しい状況である陶業界の現状を伝え

業界への支援を訴えた。

同会合には陶産地を選挙区とする自民党の国会議員

と経済産業省、資源エネルギー庁、中小企業庁など行

政担当者らも同席した。

自民党陶磁器文化・産業振興議員連盟会長

古屋圭司代議士

伊藤理事長は、陶磁器業界が抱える大きな問題点としてＬＰＧの価格高騰、原料の入手難、陶磁器の

輸出、人材確保などについて要望「厳しさが目に見えてきている、積極的な支援を頂きたい」とした。

これに対し、自民党陶磁器文化・産業議員連盟会長の古屋圭司代議士から、陶磁器業界の皆さんが使

いやすい支援制度を用意しており、特に「産地ごとの特徴を生かし世界にアピールできるよう働きかけ

を進めたい」と話した。

また、経済産業省から、陶磁器製品の輸出支援プログラムに加え、設備投資やデジタル化に向けた補

助金メニューなどについての説明があった。

古屋会長は「こうした意見交換会は業界の実情を知る絶好の機会であり、今後もこうした会合を開き

業界の声に耳を傾けたい」とされた。

2026年度

日陶連 国内PL団体補償制度

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ Ｄタイプ

支払限度額 3,000万円 5,000万円 １億円 ３億円

（対人・対物共通） （1事故・保険期間中） （1事故・保険期間中） （1事故・保険期間中） （1事故・保険期間中）

仕事の目的物の損壊担保特約 1,000万円 1,000万円 1,000万円 1,000万円

支払限度額 （保険期間中） （保険期間中） （保険期間中） （保険期間中）

自己負担額

（対人・対物共通）
なし なし なし なし

２０２６年度の国内ＰＬ保険の団体加入者の募集が始まり

ましたので加入希望の組合員様には、是非お申し込み下さい

ますようお知らせします。

ます）

３．保険料 ご加入タイプと本制

度加入者の製品の直近会計年度

（１年間）の売上高によって決ま

ります。本制度加入者１社の最低

保険料は1,000円。

１．基本契約の概要 本制度加入者が、製造・販売した陶磁器および陶磁器関連製品が原因（業務上の

事故）で、国内においてケガをさせたり死亡させた事故、他人の物を壊したりする事故の損害に対して

保険金（損害賠償金、争訴費用、緊急対応費用、被害者見舞・臨時費用など）を支払います。

２．保険期間 本年７月１日から翌年７月１日まで（中途加入の場合は、保険料が月割りとなり
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一般財団法人日本陶業連盟

松原朝男理事長を再選

全国安全週間は、労働災害を防止する

ために産業界での自主的な活動の推

2026年度全国安全週間スローガン
多様な人材 全員参加

みんなで育てる安全職場

厚 生 労 働 省

一般財団法人日本陶業連盟（松原朝男

理事長）は、６月１９日㈮、日本陶磁器

センターで、定時評議員会および理事会

を開催した。

評議員会では、令和７年度の事業および

収支決算報告などが行われ、全議案が可

決された。また、任期満了による理事・

監事・評議員の改選が行われ理事１０名

と監事２名、評議員８名が選任された。

引き続き行われた理事会では、理事長

の改選が行われ、松原朝男理事長が再選

された。

【理事長】松原朝男

【理 事】矢野 仁、藤井健司、伊藤克紀、

井元智之、大井川正城、福浦つゞる、横田

昌夫、岩間泰之、柴田成巳

【監 事】中島鎌一郎、松浦光夫

【評議員】太田一彦、山本修治、髙原誠治、

横井弘喜、小松孝治、佐藤壮史、安藤春久、

渡邉晴彦 ※以上 順不同・敬称略

再任のご挨拶

一般財団法人 日本陶業連盟

理事長 松 原 朝 男

６月に開催されました一般財団法人日本陶業連盟理

事会において理事長に再選され二期目を務めさせて

いただくこととなりました。これまで同様皆様方の

ご指導の程よろしくお願い致します。

一般財団法人日本陶業連盟は、名古屋市東区に位

置し近代陶磁器産業の総本山として長く日本陶業界

の隆盛を支えてきました。

その後、陶磁器業界はドルショック、プラザ合意、

バブル崩壊など幾多の苦難を乗り越え現在に至って

おります。

当財団の公益事業のひとつとして、中部地区にお

いて広くリサイクル活動を行う特定非営利活動法人

へ、建物の一部スペースを無償貸与することで社会

貢献をしております。

また、当財団の所有する日本陶磁器センターが、

文化庁の登録有形文化財の指定を受けていることか

ら、歴史的価値の高い建物を公開するイベントにも

協力参加しており、近隣では注目度が高く、公益的

な団体として認知されております。

当財団としては、こうした活動を通じながら日本

の陶磁器産業の振興およびイメージアップにつなげ

ていく所存でございますので宜しくお願い申し上げ

ます。

進と、職場での安全に対する意識を高め、安全を維持する活動の定着を目的としています。

これまで、事業場では、労使が協調して労働災害防止対策が展開されてきました。近年の労働災害

については、死亡災害は減少傾向にあるものの、休業４日以上の死傷災害は２００９年以降、増加傾

向が継続しています。特に、高齢者を中心に転倒や腰痛といった労働者の作業行動に起因する死傷災

害が増加し、また、墜落・転落などによる死亡災害が依然として後を絶たない状況にあります。

例年、作業環境の厳しくなる夏季に労働災害が多発する傾向にあり、７月１日から「全国安全週

間」が実施されます。重大災害ゼロを目指し、今一度現場の安全点検を行うなど事業場における安産

意識の高揚と自主的な労働災害防止活動の一層の推進を図りましょう。
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２０２７年１０月８日から１１月７日の間、岐阜県多治見市東

町のセラミックパークＭＩＮＯで開催される「国際陶磁器フェス

ティバル美濃」のメイン催事である「第１４回国際陶磁器展美

濃・国際陶磁器コンペティション」の作品募集が２月２日から始

まっている（２０２７年１月２９日受付締切）

同コンペティションの募集部門は「陶芸部門」と「陶磁器デザ

イン部門」あり、各部門３作品まで応募できる。

賞は、グランプリ（賞金500万円）が１点。金賞（同200万円）が

１点など。銀賞、銅賞審査員特別賞は両部門それぞれ設けられて

いる。（URL https://www.icfmino.com）

国内外の生活用品を

一堂に展示する「や

きものワールド」の

出展募集が始まった。

出展料は１ブースあ

たり209,000円～

341,000円で、締め切

りは９月１８日㈮と

なっている。

（イベントに関するお問い合わせはやきものワー

ルド出展事務局TEL052-209-6817）同イベントは

今回は２０回目となるもの。会場は昨年に引き続

き、ポートメッセなごや（名古屋市港区金城ふ

頭）にて開催される。

国際陶磁器フェスティバル美濃
国際陶磁器展美濃・国際陶磁器コンペティション 作品募集
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